
画像符号化シンポジウム 
符号化基礎, 標準方式関連技術, 動き推定/動き補償, 予測/直交
変換/フィルタ, 量子化/エントロピー符号化, 領域分割/特徴抽
出, 3D画像符号化, 符号化制御/符号量制御, 伝送路(ネット・
モバイル等)対応/実装技術, 画質評価, その他(新しい符号化等) 
映像メディア処理シンポジウム 
映像処理基礎, 色彩/分光/色空間, 画像認識/解析, 画像復元/超
解像/高精細(4K/8K)画像, 3D画像技術/処理, 撮像処理/表示処
理, CG/映像生成, HCI/拡張現実/人工現実, 電子透かし/情報付
加, 映像処理応用/実装技術, その他(DB, センサ, ITS等) 

締切 
　　　講演申込　      9月 5日(金)　19日(金) 
　　　原稿提出　    10月17日(金) 
　　　聴講申込　　 11月10日(月) 
　　　宿泊申込　　 11月　() 

交通 
JR三島駅から無料シャトルバスで約50分（ホテル定期便＋臨
時便予定）。ホテル定期便のスケジュール等は御殿場高原ホテ
ルのHPをご確認ください。臨時便については確定次第、本HP
等でアナウンスいたします。 
https://www.tokinosumika.com/stay/gkh/ 

招待講演 (仮題) 
๏ Plug-and-Playアルゴリズムによる信号復元 
モデルベースとデータドリブンの止揚 
　東京科学大学　小野 峻佑 

๏ 深層展開に基づく画像処理アルゴリズムのパラメータ学習 
　東京農工大学　早川 諒 

๏ 安心安全な社会を築くミリ波レーダパーセプション技術の研究 
　三菱電機株式会社　谷髙 竜馬　　 

๏ イノベーションのS字カーブ　～研究から就活まで～ 
　大阪工業大学　酒澤 茂之  

๏ MPEGにおけるダイナミックメッシュ圧縮の国際標準化動向 
　ソニー株式会社　隈 智 

๏ 動画ベース点群圧縮規格V-PCCの概要及び深層学習モ
デルによる性能向上への取り組み　 
　Sharp Laboratories of America　高田 圭一郎 

参加費 
　　　　　学生　　会員一般　非会員 
発表あり　25,000円　35,000円　40,000円 
聴講のみ　20,000円　30,000円　35,000円 

PCSJ 2025 & IMPS 2025 
オンサイト開催　　　　　　　　　　　　      　11月17日(月) - 11月19日(水) 

第40回  画 像 符 号 化 シ ン ポ ジ ウ ム 
第30回   映像メディア処理シンポジウム 

Call for Papers 
論文募集 

　画像符号化シンポジウム(PCSJ)と映像メディア処理シンポジウム(IMPS)を以下の通り開催いたします。本分野の専門家や
学生等が一堂に会する伝統のある会合で、それぞれ40回目と30回目の会合となります。本年も昨年と同様に、富士山を間近
にいただく温泉や高原のさわやかな空気を味わえる御殿場高原ホテルにて対面形式での開催を予定しております。本シンポ
ジウムでの発表を中心とした電子情報通信学会論文誌の特集号も計画しておりますので、是非ご投稿、ご参加頂きたくご案 
内申し上げます.  

実行委員長  児玉 和也（国立情報学研究所）・青木 啓史（NEC） 
運営委員長  吉田 俊之（福井大）

実行運営組織 
問合先: PCSJ/IMPS事務局 
Website: http://www.pcsj-imps.org/    
E-mail:   ie-pcsjimps-secretariat@mail.ieice.org 
主催　電子情報通信学会 画像工学研究専門委員会 
共催　電子情報通信学会 信号処理研究専門委員会 
　　　映像情報メディア学会 メディア工学研究委員会 
協賛　画像電子学会 PCSJ-IMPS

✓10月初旬頃宿泊受付開始予定。 
✓各種割引（早割等）は，ございません。 
✓会員一般は、主催・共催の学会会員の方が対象です（昨年と共催学会が変更に
なっています）。 

✓参加費にはプログラムに記載の全てのイベントへの参加費が含まれます（イベ
ント毎の分計や削除はできません）。 

✓キャンセル手数料等の規定については申し込みページをご参照ください。 
✓参加費は税込み額です。

https://www.tokinosumika.com/stay/gkh/

	PCSJ 2025 & IMPS 2025
	第40回  画 像 符 号 化 シ ン ポ ジ ウ ム 第30回   映像メディア処理シンポジウム
	論文募集
	画像符号化シンポジウム(PCSJ)と映像メディア処理シンポジウム(IMPS)を以下の通り開催いたします。本分野の専門家や学生等が一堂に会する伝統のある会合で、それぞれ40回目と30回目の会合となります。本年も昨年と同様に、富士山を間近にいただく温泉や高原のさわやかな空気を味わえる御殿場高原ホテルにて対面形式での開催を予定しております。本シンポジウムでの発表を中心とした電子情報通信学会論文誌の特集号も計画しておりますので、是非ご投稿、ご参加頂きたくご案 内申し上げます.
	実行委員長  児玉 和也（国立情報学研究所）・青木 啓史（NEC）
	運営委員長  吉田 俊之（福井大）
	画像符号化シンポジウム
	締切
	交通


